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第
二
十
条
第
三
項
中
「
、
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
又
は
特
定
独
立
行
政
法
人
」
に
改
め
、「
又
は
国
有
林
野
事

業
（
特
定
独
立
行
政
法
人
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
国
有
林
野
事
業
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
国
の
経
営
す
る
企
業
」
を
削
り
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
の
労
働
関
係
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
四
号
」
を
「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
号
」
に
改
め
、「
若
し

く
は
国
有
林
野
事
業
を
行
う
国
の
経
営
す
る
企
業
の
同
号
に
規
定
す
る
職
員
」
を
削
る
。

（
調
整
規
定
）

第
五
十
六
条

国
家
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
が
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
を
経
過
す
る

日
以
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
六
条
第
二
項
中
「
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
号
」
と
、同
項
第
一
号
中「
国

家
公
務
員
法
第
百
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法

律
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
証
」
と
、「
人
事
院
」
と
あ
る
の
は
「
中
央
労
働
委
員
会
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「
国
家
公
務
員
法
第
百
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す

る
法
律
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
証
」
と
、「
人
事
院
」
と
あ
る
の
は
「
中
央
労
働
委
員
会
」
と
、「
登
録
又
は

認
証
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
ら
の
認
証
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
国
家
公
務
員
法
第
百
八
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
」

と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
国
家

公
務
員
法
第
百
八
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の

労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
し
た
と
き
の
告
示
が
あ
っ
た
」
と
、「
人
事
院
」
と
あ

る
の
は
「
中
央
労
働
委
員
会
」
と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
五
十
七
条

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
、
労
働
関
係
調
整
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
改
正
規
定
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
の
労
働
関
係

に
関
す
る
法
律
」
を
「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
担
当
使
用

者
委
員
」
を
「
特
定
独
立
行
政
法
人
担
当
使
用
者
委
員
」
に
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
担
当
労
働
者
委
員
」
を
「
特

定
独
立
行
政
法
人
担
当
労
働
者
委
員
」
に
改
め
、
同
法
第
八
条
の
三
の
改
正
規
定
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
担
当

使
用
者
委
員
」
を
「
特
定
独
立
行
政
法
人
担
当
使
用
者
委
員
」
に
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
担
当
労
働
者
委
員
」
を

「
特
定
独
立
行
政
法
人
担
当
労
働
者
委
員
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条

削
除

第
五
十
条
の
う
ち
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
六
十

一
条
の
改
正
規
定
中
「
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
」

を
「
、
第
七
項
、
第
十
項
、
第
十
一
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
う
ち
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
百
七
条
第
五
項

の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
独
立
行
政
法
人
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
を

「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
新
特
労
法
」
を
「
特
労
法
」
に
、「
第
二
条
第
四
号
」
を

「
第
二
条
第
二
号
」
に
、「
新
法
第
四
十
一
条
第
二
項
」
を
「
国
家
公
務
員
倫
理
法
第
四
十
一
条
第
二
項
」に
改
め
る
。

（
調
整
規
定
）

第
五
十
八
条

施
行
日
が
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
法
第
五
十
九
条
の
う
ち
厚
生
労

働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
の

労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
と
す
る
。

（
地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
九
条

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
七
条
第
一
項
中「（
同
項
に
お
い
て
「
新
交
付
金
法
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
新
交
付

金
法
附
則
第
十
五
項
」
を
「
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
附
則
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
を
「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労

働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
農
林
水
産
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
一
条

農
林
水
産
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
国
有
林
野
と
一
体
と
し
て
民
有
林
野
の
整
備
及
び
保
全
を
行

う
こ
と
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣

滝
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司
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第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「（
当

該
著
作
物
に
係
る
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
等
の
管
理
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下

「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
六
項
に
規
定
す

る
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
行
政
機
関
の

長
か
ら
公
文
書
管
理
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国

立
公
文
書
館
等
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
国
立
公
文
書
館
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
移
管
さ

れ
た
場
合
（
公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
利
用
を
さ
せ
る
旨
の
決
定
の
時
ま
で
に
当
該
著
作
物

の
著
作
者
が
別
段
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
を
除
く
。）に

あ
つ
て
は
、
公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
国
立
公
文
書
館
等
の
長
（
公
文
書
管
理
法
第
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、
又
は
提
示

す
る
こ
と
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中「
こ
と
」

の
下
に「（
当
該
著
作
物
に
係
る
歴
史
公
文
書
等
が
当
該
独

立
行
政
法
人
等
か
ら
公
文
書
管
理
法
第
十
一
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
さ
れ
た
場
合
（
公

文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
を
さ

せ
る
旨
の
決
定
の
時
ま
で
に
当
該
著
作
物
の
著
作
者
が
別

段
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
公

文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
立
公
文

書
館
等
の
長
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、
又
は
提

示
す
る
こ
と
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
こ

と
」
の
下
に「（
当
該
著
作
物
に
係
る
歴
史
公
文
書
等
が
当

該
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
か
ら
公
文
書

管
理
条
例
（
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
の

保
有
す
る
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
に
つ

い
て
定
め
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）に
基
づ
き
地
方
公
文
書
館
等
（
歴
史
公
文
書
等
の

適
切
な
保
存
及
び
利
用
を
図
る
施
設
と
し
て
公
文
書
管
理

条
例
が
定
め
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
移
管
さ
れ

た
場
合
（
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定
（
公
文
書
管
理
法
第

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
相
当
す
る
規
定
に
限
る
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
利
用
を
さ
せ
る
旨
の
決

定
の
時
ま
で
に
当
該
著
作
物
の
著
作
者
が
別
段
の
意
思
表

示
を
し
た
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
公
文
書
管
理
条

例
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長
（
地
方
公
文
書

館
等
が
地
方
公
共
団
体
の
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

そ
の
属
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
を
い
い
、
地
方
公
文
書

館
等
が
地
方
独
立
行
政
法
人
の
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
施
設
を
設
置
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、
又

は
提
示
す
る
こ
と
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
二

号
を
加
え
る
。

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
四
十
三
号

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
も
つ
ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に
改

め
、
同
項
第
九
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、

同
項
第
二
十
号
中
「
こ
の
号
」
の
下
に
「
、
第
三
十
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
百
二
十
条
の
二
第
一
号
」
を
加
え
、

「
こ
れ
に
」
を
「
、
こ
れ
に
」
に
、「
又
は
放
送
」
を
「
若

し
く
は
放
送
」
に
、「
又
は
送
信
す
る
方
式
」
を
「
若
し
く

は
送
信
す
る
方
式
又
は
当
該
機
器
が
特
定
の
変
換
を
必
要

と
す
る
よ
う
著
作
物
、
実
演
、
レ
コ
ー
ド
若
し
く
は
放
送

若
し
く
は
有
線
放
送
に
係
る
音
若
し
く
は
影
像
を
変
換
し

て
記
録
媒
体
に
記
録
し
、
若
し
く
は
送
信
す
る
方
式
」
に

改
め
る
。
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